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Ⅰ 熊本市を取り巻く現状  

１．日本における観光動向 

  ・観光庁の旅行・観光消費動向調査2025年年間値（速報）によると、・日本人の国内

旅行について、消費額は 26 兆 7,746 億円（前年比+6.4％）、延べ旅行者数は５億

5,366 万人（前年比+2.5％）、旅行単価は48,359 円/人（前年比+3.8％）となって

おり、旅行消費額及び旅行単価は暦年として過去最高値を記録している。 

  ・また、訪日外客数についても、日本政府観光局（JNTO）の発表によると、2025 年

の年間訪日外客数は 42,683,600 人で、前年比では 15.8％増と年間過去最高を更新

するなど、観光産業は日本の重要な輸出産業に発展している。 

  ・・一方で、三大都市圏を中心に一部の都市に観光客が集中し、オーバーツーリズム等が

社会問題化している。 

  ・そのような中で、国は新たな「観光立国推進基本計画（素案）」において、観光客の

受入れと住民生活の質の確保との両立に重点を置くとともに、観光の持続的な発展

に向けた施策に取組んでいくこととしている。 

 

２．熊本市内宿泊状況（令和７年 4 月～12 月） 

    ・客室稼働率の平均は 75.4％で、令和６年の客室稼働率 76.6%（令和 6年熊本市観 

光統計より）と同程度の割合である。 

  ・・国内外外の宿泊割合平均は国内68.2%、外外 31.8％である。特に外外は昨年の宿泊   

割合 22.19%（令和 6 年熊本市観光統計より）を大きく上回っており、インバウン

ドの影響力が昨年にも増して高い傾向である。 
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３．主な観光施設の利用者数（令和７年（２０２５年）） 

・熊本城1,421,847 人（前年比 100.3%）    

・城彩苑2,042,783 人（前年比 96.9%）    

・水前寺成趣園・448,289 人（前年比 101.6%）  

・動植物園・613,655 人（前年比 102.2%）  

 

４．熊本地震より 10 年目を迎える 

・熊本地震から 10年という節目を迎えるにあたり、県内各地で様々な事業が予定され

ている。 

・熊本市では復旧・復興を振り返り、熊本城及び周辺地域において一年を通じて四季ご

とに春（振り返り）夏（追悼）秋（感謝と恩返し）冬（伝承）をテーマとしたイベン

ト（総称：熊本城REVIVAL2026）を実施する。 

・その中で、秋（感謝と恩返し）は、当協会が主となり熊本城ホールにて「特別版お城

EXPO・in・熊本 2026」を開催する。また、熊本花畑広場では市が主となり観光・復興

物産展を開催する。 

※ 熊本城ＲＥＶＩＶＡＬ２０２６日程 

【春】（記憶）振り返り・・・R8.4.11（土）～R8.5.6（水・祝） 

・会   場：熊本城有料区域内 

・内・ ・ ・ ・ ・ ・容：「熊本城１０年の歩み」復旧の記録をパネルやモニターで紹介な 

【夏】（鎮魂）追悼と思いの伝承・・・R8.8.7（金）～R8.8.16（日）・  

・会   場：熊本城有料区域内 

・内   容：熊本城の夜間開園に合わせ、「追悼」をイメージした音と灯りの演出 
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【秋】（威風堂々）感謝と恩返し・・・R8.10.2（金）～R8.11.1（日）  

 ・会   場：花畑広場ほか 

・内   容：城下町の飲食物販を集合させた復興市場など 

  ※県内の被災自治体との共催。能登半島応援事業も実施 

 

 

 

 

【冬】（後の世へ）伝承・・・R8.12.30（水）～R9.1.31（日）  

 

５．宿泊税活用 

  ・令和８年７月から始まる熊本市の宿泊税については、年間ベースで約 7億円の収入

を見込んでおり、「熊本市観光マーケティング戦略」に基づく事業に優先順位を設

け、熊本市への来訪や滞在の促進と、旅行者の満足度向上を図る観点に留意し、観

光資源の魅力づくり、旅行者に優しい滞在環境づくり、誘客プロモーションなどの

新規事業や既存事業の拡充を中心に活用していく。 

特別版お城 EXPO・in・熊本 2026・・・R8.10.3（土）～R8.10.4（日） 

・会 場：熊本城ホール 

・内 容：城郭都市のブース出展、地震からの復旧状況、加藤～細川文化の歩みなど 
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※ 宿泊税を活用した事業（協会分のみ） 
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Ⅱ 事業方針 

 

 

Ⅲ 事業の柱  

A 国際会議及びコンベンション誘致と支援 

・国内会議については、これまでの実績がある「医学・薬学」分野に加え、半導体関連

を含む「理学・工学系」の誘致を推進する。 

・国際会議については、国際対応職員を配置し、熊本の特性である「水資源」、「防

災」、「工学・理学系（半導体）」に係る国際会議をメインターゲットとして、外外で

のプロモーションを含め誘致を推進する。 

・助成制度の見直しを行い、主催者、参加者へのおもてなし支援を強化するとともに、

満足度を高める開催支援の充実を図る。 

・ユニークベニューやエクスカーションツアーについては、ＭＩＣＥ誘致につながる熊

本ならではの素材を活用した利用促進を進めていく。 

・国際的なサステナブル指標「GDS-index」におけるアワード受賞や、昨年のスコアで

のアジアパシフィック圏内 7位（国内1位）獲得を契機とした国際プロモーション

１．令和8年度から始まる宿泊税を活用し、国内外への効果的な誘客に取組むとともに、

地域住民と観光客の双方が満足する受入環境の整備を図る。 

２．熊本地震から10年目という節目にあたり、熊本城復旧を未来へつなぐイベント等を

通じ、文化観光の普及、地域の活性化、交流人口の増加などに取組む。 

３．協会創立35周年を機に、これまで協会の事業活動を支えていただいた出捐企業様並

びに賛助会員様に感謝を伝える。 



7 

 

を行い、持続可能なMICE都市としての価値を高める。 

・産官学連携での取り組みを進めるとともに、マーケティング専任職員の配置により、

誘致・受入体制を強化しデータに基づく戦略的なMICE推進を図る。 

 

B 更なる国内外からの誘客・観光文化資源の利活用  

・国内誘致については、滞在時間延長と回遊性向上を図るために、江津湖や金峰山など

自然をいかした体験型観光の開発や、教育旅行に伴う宿泊助成制度を創設する。 

・インバウンド事業については、従来のアジア圏に加え、滞在期間が長く１人あたりの

消費額が高い欧米豪をターゲットとして、高付加化価値旅行者向けの観光コンテンツ

造成や、現地の旅行会社と連携し、宿泊を伴うツアー造成・送客の促進を行う。 

・秋の水前寺成趣園では、一昨年の細川ガラシャ、昨年の宮本武蔵に続き、肥後細川文

化をテーマとした「Lux・Night・KUMAMOTO2026」を開催し、肥後細川文化を体感し

ていただく。 

・世界に誇る地下水都市熊本の貴重な水や豊かな自然を活用しているサウナを活かし、

昨年に続き、熊本の水のPRや新たな誘客を目的とした人流活性化に繋がる事業を展

開する。 

 

C 収益力向上による自主財源の確保 

・熊本城お休み処や熊本動植物園売店を中心にニーズに応じた商品を提供するよう更な

る収益力向上を図る。 

・お客様の声を聞きながら、顧客ニーズを分析し、それに即した商品展開を行うこと

で、収益力の向上を図る。 
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・・「特別版お城 EXPO・in・熊本 2026」では熊本ならではの工夫を凝らした商品開発や出

展販売を行う。 

・博物館「特別展」の開催では、展示テーマとの連動性を重視した商品選定を行い。来

館者満足度の向上と物販売上の最大化を行う。 

 

D 職員満足度の向上と協力団体への感謝 

・新規職員採用による人材確保や3年連続となる職員給与のベースアップを行い、職員

満足度の向上に努める。 

・・「まちを潤し、未来を築く」を理念に、創立 35周年となることから出捐団体や賛助会

員等に対し、感謝の意を込めた集いを行う。 
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Ⅲ 事業概要 

A 国際会議及びコンベンション誘致と支援  

A―１ MICE 誘致・支援事業  

１．MICE 受入事業 

（１）開催支援助成事業【拡充】【宿泊税】（33,670 千円） 

・既存の助成金制度を見直し、主催者への金銭的支援から、会議参加者への満足度向

上とリピーター獲得を目的とした「おもてなし」の強化へ転換する。 

・・「インンンティブトラベル誘致助成金」と「見本市・展示会開催助成金」について

は、上限額を上げ誘致力強化を図る。 

（２）物的支援事業【拡充】【宿泊税】（5,000 千円） 

 ・主催者への支援として、これまでの歓迎看板の設置のほか、会期中の懇親会等での

盛り上げを支援するサービス提供を実施する。 

（３）コンベンション特別助成事業【拡充】【宿泊税】（13,500 千円） 

・他都市と競合する国際、国内会議に対し、都市間競争のなかで熊本を選んでもらう

ためのツールとして主催者に提示し、誘致を促進する。助成額の上限を1,200 万円

から1,500 万円に拡大し、交付テーブルの見直しを行うことで、さらなる誘致強化

を図る。 

（４）ユニークベニュー利用促進事業（6,415 千円） 

  ・学会ユニークベニュー開催時のコーディネーターを担い、主催者および参加者の満

足度向上を図る。 

（５）サステナブル事業（0 千円） 

・国際的サステナブル指標「GDS-index」に参加し、国際的評価を高め、国際会議等
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の誘致につなげる。 

（６）満足度調査事業（０千円） 

  ・新たに、満足度調査実施を助成金等支援の条件とし、主催者および参加者からの意 

見を収集することで課題や改善点を把握し今後の取り組みに活かしていく。 

（７）ＭＩＣＥ推進セミナー事業 （０千円） 

・地元主催者が多い大学でのンミナーや相談会を開催し、誘致案件の発掘や当協会の

支援制度の周知を行い熊本開催を促進する。 

（８）MICE 誘致人員体制強化事業（国際）【新規】【宿泊税】（11,801 千円） 

  ・国際会議およびインンンティブツアーの誘致力強化を目的に、英語対応可能な人材 

を確保し、外外でのMICE見本市出展や現地での誘致活動を実施する。 

（９）MICE 誘致人員体制強化事業（マーケティング）【新規】【宿泊税】（10,196 千円） 

  ・マーケティング専任職員を配置し、データ分析やターゲット設定、また満足度向上 

施策を講じ、戦略的なMICE誘致を推進する。 

（10）くまもとＭＩＣＥネットワーク事業【新規】【宿泊税】（2,500 千円） 

  ・産官学連携の組織体を立ち上げ、地域全体で地域資源を活用したおもてなしや満足

度の高い体験の提供、また多言語対応や人財育成など受入環境を整備していくこと

で誘致力を高めていく。 

 

２．ＭＩＣＥ誘致事業 

（１）国際 MICE 誘致事業【拡充】（6,602 千円） 

・国際会議をもつ首都圏学会や国際学会キーパーソン（熊本市アンバサダー含む）及

び PCO・等を対象にンミナーおよび意見交換会を開催しネットワークの強化及び情
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報の収集を行い、誘致成功に結びつける。 

・国際会議やシンポジウムに関連する理工系の大型学会にへの出展、また外外で開催

される商談会へ出展し、熊本開催の働きかけを行う。 

・国際会議誘致を促進するため、ICCA（国際会議協会）に加入の上、外外でのロビー

活動等を実施する。 

（２）誘致活動事業（2,248 千円） 

・会議開催地決定に権限を持つキーパーソンを県外から招請し、会議施設や観光資源

の視察受け入れを実施する事で、当市への誘致成功につなげる。 

・JCCBデータベースを活用し、首都圏を中心とした学協会や組織団体を訪問し、誘

致ンールスを行う。 

（３） 情報連絡会議事業（590 千円） 

・全国のコンベンション誘致団体が参加する部会や九推連主催による会議へ参加する

ことで他都市の情報や意見交換を行い、当協会の問題点、改善点の検討を行う。 

 

A―２ 企画調査事業  

１．統計調査（0 千円） 

  ・コンベンションの開催件数、参加者数等の調査を行う。 
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B 更なる国内外からの誘客・観光文化資源の利活用  

B―１ 観光客誘致・受入事業 

１．観光客誘致事業 

（１）国内旅行誘致事業【拡充】（6,188 千円） 

・主要旅行会社への観光説明会および国内最大の旅行博であるツーリズムＥＸＰＯジ

ャパンの出展等により、国内からの観光客誘致を行う。 

（２）教育旅行誘致事業【拡充】【宿泊税】（24,909 千円） 

  ・熊本県教育旅行受入促進協議会が行うンールスへ積極的に参加し、県市連携した誘 

致活動に取り組む。 

  ・新規校を対象とした助成制度を新設し、市内宿泊を伴う教育旅行の誘致を図る。 

  ・教育旅行にて市内に宿泊する児童・生徒を対象にオリジナルノベルティを配布する 

ことで、市内宿泊を伴う教育旅行の誘致を図る。 

（３）インバウンド誘客対策事業【拡充】【宿泊税】（68,150 千円） 

 ・  ・高付加価値旅行者を誘客するため、高付加価値旅行者に訴求力の高いコンテンツの 

造成を行う。九州の入り口となる福岡市と連動しながら受入環境とプロモーション 

を併せて進めていくことで誘客の強化を図る。 

・欧米豪市場からの誘客強化に取り組むため、欧米豪の旅行会社と連携し、宿泊を伴 

うツアー造成・送客の促進を行う。 

 

２． 観光客受入事業 

（１）おもてなし向上事業（6,528 千円） 

・市内観光の拠点となる熊本駅及び熊本城域におけるガイド設置等を行い、おもてな



13 

 

し体制の充実を図る。 

（２）地域活性化事業【拡充】【宿泊税】（13,463 千円） 

・地域で開催されるイベントの協力や協会主体による継続的な賑わい創出に努めるこ

とで、地域活性化及びまちづくりの推進に取り組む。 

・江津湖や金峰山など、自然をいかした体験コンテンツやウォーキング・サイクリン

グコースを作成し、滞在時間延長と回遊性向上を図る。 

・熊本の水を活かした「サウナ」のブランディングを行う。 

（３）着地型商品販売事業（2,545 千円） 

・観光客誘致受入の強化を目的とし、着地型商品をメインとした商品の造成及び販売

を行うことで、観光客等の滞在・周遊の促進と満足度の向上を図る。 

・夏目漱石の来熊130周年、西南戦争から150年になることから造成に取組む。 

（４）観光人材育成事業【拡充】【宿泊税】（8,100 千円） 

・熊本の観光に携わる関係者（タクシー運転士、ホテルの宿泊担当者など）に対し

て、熊本の歴史・文化などの講座を開催し、受け入れ態勢を強化する。 

・関係者に好評であることから、開催回数を増やすなどして事業拡大を行う。 

（５）Lux Night 事業【拡充】（35,520 千円） 

・観光文化資源である水前寺成趣園を舞台に、肥後細川文化をテーマにした、竹あか 

りと光のアート「Lux・Night・KUMAMOTO2026」を実施し、滞在時間の増加や消費 

の拡大を促すことで水前寺地域を活性化を図る。 

（６）細川文化発信事業（18,579 千円） 

・水前寺地区で運営する「湧水亭」を中心に地域団体と連携して、肥後細川文化の情

報発信を行っていく。 
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（７）お城ＥＸＰＯ開催経費【拡充】（30,000 千円） 

・「特別版お城 EXPO・in・熊本 2026」を開催し、熊本城の魅力を伝えるとともに、熊 

本の文化・歴史に直に触れ、今後30年続く熊本城復旧への関心を高め、後世へつ

なぐ意識醸成を図る。 

（８）宿泊喚起事業【新規】【宿泊税】（25,000 千円） 

  ・市内宿泊施設に（2泊以上）宿泊する旅行者に助成。併せて、市内の飲食店やお土 

産店で利用できるクーポンを助成することで、滞在期間中の消費単価拡大を図る。 

（９）観光情報発信事業【新規】【宿泊税】（14,760 千円） 

  ・情報発信やフィルムコミッションによるロケ誘致等に係る体制強化を図り、継続的 

かつ効果的なプロモーションを推進する。 

 

B―２ 観光の情報収集・提供事業 

１．広報宣伝活動事業 

（１）観光パンフレット作成事業（6,596 千円） 

・国内外からの観光客が熊本市に来られた時活用できるパンフレットを作成し、各観

光施設等に設置する。 

（２）観光客動向調査事業（387 千円） 

・データに基づく観光政策を実施するために、熊本市に来られた観光客の動向調査・

分析を行い、ターゲットの明確化や施策に活用する。 
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B―3 受託管理事業 

１． 総合観光案内所（37,568 千円） 

・城彩苑総合観光案内所、熊本駅総合観光案内所の運営受託 

２． 熊本博物館（15,025 千円） 

・熊本博物館の運営受託 

 

C 持続可能な収益事業の推進 

C―１ 収益事業 

・熊本城お休み処（175,651 千円） 

・動植物園売店（73,222 千円） 

・商品開発と販路拡大事業（15,044 千円） 

・熊本博物館ミュージアムショップ（10,113 千円） 

・湧水亭（2,524 千円） 

・植木温泉プレミアム券事業（45 千円） 

・旅館組合プレミアム券事業（275 千円） 

 

D 職員満足度の向上と協力団体への感謝 

D―１ 管理費法人（21,786 千円） 

・協会の管理運営や協会職員研修、職員給与の引上げと人材確保 

D―２ 協会広報事業（4,349 千円） 

・当協会の活動を広く広報し、常に最新の情報発信を行う 

・創立 35周年感謝の集いを開催する。 


